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Ⅱ 目的 

1) 本校の使命 

学校教育法第115条，高等専門学校設置基準第２条２，独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条，同第12条３

に基づいて，本校の使命を次のように定めている。 

 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成

することを目的に，高等教育機関として社会に対して，三つの使命を担う。 

（１）教育 

   人間味豊かで，創造力があり，いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強健な身体と

を持ち，豊かな教養があり，工学についての基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物を養成する。  

（２）研究 

   学術研究の発展に寄与するため，地域の企業，自治体や民間組織などと共同研究を進め，研究活動の成果を教

育に還元する。 

（３）地域連携 

   地域に根ざした高専という視点から，技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて，教職員・学生参画によ

り地域社会との連携を図る。 

 

2) 教育目的 

教育目的として，次のような前文と４項目を定めている。 

 

本校では豊かな教養と感性を育てるとともに，科学技術の進歩に対応した専門の知識・技術を教授し，以下の能

力を備えた技術者を養成することを教育目的にしている。 

（１）健康な心身と豊かな人間性     （２）柔軟な問題解決能力 

（３）実践的な技術力          （４）豊かな国際性と指導力 

 

3) 学習･教育目標 

本校では，上記の教育目的をより具体化するために，以下に示す８項目の学習・教育目標を設定している。 

 

（Ａ）共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身    （Ｂ）国際性と指導力 

（Ｃ）技術者倫理                   （Ｄ）基礎学力と自主的・継続的学習能力 

（Ｅ）コミュニケーション能力             （Ｆ）柔軟かつ創造的な設計能力 

（Ｇ）実践的な問題解決能力              （Ｈ）多次元的なシステム思考 

 

準学士課程では，上記８項目の学習・教育目標を基本として，一般科目及び各学科それぞれの特徴を反映させた

目標を定めている。 

専攻科課程では，大学工学教育による技術者とは異なった視点を持つ「最も得意とする専門技術の知識・能力を

持ちながら，関連する他の専門技術や一般教養の知識・能力を複合した複眼的視野に基づき，人との関わりや自然

や社会との共生に配慮した多次元的なシステム思考のできる技術者」の養成を目的とし，基本８項目の下に詳細な

目標を定めている。 
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4) 人材養成に関する目的 

「大学設置基準等の一部を改正する省令」の施行に伴い，平成 20 年に，各学科・各専攻における人材の養成に関

する目的を教育上の目的として学則に定めた。 

 

準学士課程 

【機械工学科】 

機械をはじめとする「もの」を対象に，その開発，設計，製造など広範囲な開発・技術部門において十分に対応

できる能力を育成するため，機械系の応用力学，材料，生産技術や制御などに関する基礎教育を重点的に行う。さ

らに，機械工学実験，設計製図，工作実習，プログラミングなどの実習教育をきめ細かく行うとともに，応用展開

科目や開発研究を適切に教授することにより，新しい技術発展にも柔軟に対応できる創造性豊かな実践技術者の養

成を目的とする。 

【電気情報工学科】 

高度情報社会を支える重要な要素である電気情報関連分野において，広範化・高度化する技術に対応するために

必要な電気，電子，情報，通信分野の基礎教育を第１学年から第３学年において行う。さらに，第４学年及び第５

学年では電気電子工学コースにおいてエネルギー工学，制御工学，通信工学，電子物性工学，また情報工学コース

において情報ネットワーク，情報理論，プログラミング，ソフトウェア工学等の応用科目を教授する。これらの教

育により電気情報関連分野の全般に渡る基礎的能力を持ち，かつ電気電子あるいは情報分野に関する高度な能力を

持つ幅広い分野に対応できる技術者の養成を目的とする。 

【都市システム工学科】 

国土や地域の開発，防災，交通網・インフラ整備，環境保全など，人間の豊かな社会生活を支える都市基盤を創

造するのに必要な測量学，構造力学，水工学，地盤工学，計画学，コンピュータ技術，材料工学，防災工学，環境

工学分野の基礎理論を教授するとともに，工学実験，コミュニケーションスキル，防災マネージメントなどの実践

的なエンジニアリングデザイン教育を行うことにより，高度な専門基礎学力と自主的問題解決能力を備え，国際社

会に貢献できる創造性豊かな技術者の育成を目的とする。 

【建築学科】 

人間社会の基盤である住宅や建築施設を歴史，文化，自然環境や多様な社会との調和のうちに創造するために，

計画系，構造系，環境系の専門分野に関する基礎知識として建築計画，建築史，構造力学，建築工学実験，環境工

学や情報処理科目などを教授する。さらに，これらを総合する科目として建築設計演習や建築構造演習などがある。

基礎と応用の教育を通して工学的基礎知識と幅広い教養を併せ持ち，芸術的要素と技術的要素を統合する豊かな想

像力と総合力を持つ人材の育成を目的とする。 

 

専攻科課程 

【機械・電子システム工学専攻】 

機械及び電子システムの設計開発に必要な応用工学系基幹科目やより高度な工学知識を教授・研究し，併せて応

用的な実技・実習を課すことにより，倫理観とコミュニケーション能力を備え，先端的な生産システムや工業製品

の創造開発に貢献できる技術者の養成を目的とする。 

【建築・都市システム工学専攻】 

都市環境及び建築環境を合理的に計画，設計，構築するのに必要な計画学，構造力学，環境工学の分野を教授・

研究し，併せて応用的な実技・実習を課すことにより，倫理観，コミュニケーション能力を備え，創造力豊かなエ

ンジニアリングデザイン能力を持ったより高度な専門技術者の養成を目的とする。 


